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福島県鉄工機械工業協同組合 
            経営研究委員会 

理事長挨拶 
 
 旧暦のお正月も終わり、穏やかな日の光に、残雪が輝いて見える今日この
頃、組合員の方々には、まだまだ厳しい状況下にある事とお察し申し上げます。

早いもので、３月の年度末を迎えようとしており、一年間駆け足で色々な行事を

こなして参りましたが、組合員の方々のお力になれない部分が多く深く反省して

いる所であります。 
 事業内容も、各委員長様のお力添えを得、難なく執り行う事が出来、感謝申し

上げます。 組合の核である共同受注に於いても厳しさ変わらぬものの、経費の

節減、固定費の削減等で何とか乗り切れそうではありますがこのままの状況を維

持していく事の難しさを痛感しております。日本経済がどのように変わり、今の

社会的環境がどのような方向で進むのか全く見え難くなって来ており、ここ数年

間は成り行き任せで行くか、組合として、力を結集して事にあたるのか、来年度

は、テーマの絞込みと、皆様の考えをお聞かせ戴く場を作りたいと考えておりま

す。二月の中旬に、香港と中国に行って参りました、その時の感想を若干書き述

べてみます。 
 日本における産業の空洞化は、今や労働コストの安い中国へ流れ、それらに

よって大手企業の収益を確保しようとしておる中、中国に求めているのは大量消

費の部分であり、貧富の差が大きく日本の現状とは異なり、中国全土に行き着く

にはまだまだ時間が掛かるとは思いますが、各地の人の数を見るとまさしくその

凄さと恐ろしさを感じることが出来ました。中国における国家戦略は、凄まじ

く、日本国家においての、国対国の戦略が見え難いまま経済が動いて行く事の危

険性を肌で感じ取ってきました。 
 日本人観光客をターゲットとする観光地においては、日本円は通用しますし、

千円族とも呼ばれるほどの少数民族がはびこっており、商魂たくましく日本人と

見るや否や、駆け寄ってきて物売りをしており、その生命力と勢いには驚くばか

りでした。本場の中国料理が美味しいと言っても、日本で食べる中国料理の味は

格別で、食文化に於いても日本での食べ物のバリエーションは、世界でも最高で

はないのでしょうか！ 
 サービス業に於いても共産国家と資本主義国家とでは、その格差は歴然として

おり、まだまだ競争原理の働かない社会でのサービスの悪さは目に余るものがあ

ります。中華航空での笑顔の無いスチュワーデス、デパートでの、ものを飲みな

がら、私語の絶えない接客、国全体が国際社会に対応出来るにはまだ時間が掛か

りそうな気が致します。 
 私事ですが、五つ星ホテルに泊まってでさえも部屋の氷水を飲んだだけで１週

間も下痢が止まりませんでしたし、日常気にもしないで飲んでいる水道水に改め

て日本の良さを感じた次第です。 
 中国のスケールの大きさと人の数、これから間違いなく国際的に発展し続けた

としたら、日本の全産業は押し潰されるのでは無いでしょうか！ 
そんな視点に立って皆さんと、もう一度考えてみたいものです。 
最後に、この度、金子様、原田様、佐々木様のご葬儀に対し、改めてご冥福を 
お祈りいたします。 
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会議及び会合等報告欄 
開催月日 事        項 

15.  1/4 福島市市民交歓会 

1/7 関係官庁、機関新年挨拶回

り 

1/10 福島労働基準協会新春のつ

どい 

1/16 親善委員会打ち合わせ会 

1/16 商工中金会新春講演会 

1/22 福島県中小企業団体中央会 
県知事懇談会 

1/25 福島県知事後援会新年会 

1/31 福島製作所協力会役員会 

2/6 福島県産業振興センター 
運営委員会 

2/7 産業人クラブ 
県知事を囲む産官懇談会 

2/18 組合代表者懇話会講習会 

2/18 経営研究委員会 

2/25 誘致企業と地場企業との交

流会 
工場見学・懇談会 

2/27 福島県産業振興センター 
下請企業振興運営委員会 
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福島大学 行政社会学部 工場見学 

福島大学の行政社会学部の学生が製造業の現場を見学に訪れた 第2回目 
 
「地域と行政」という科目の中で地域産業をテーマにしている学生がグループ（4名～5名）で、中小製
造業の現場を見学に来訪されました。第1回目は㈱ホシ製作所を見学 
各事業所のご協力により有意義な見学会になったとの報告書が当組合事務局宛に届きました。感想を抜

粋して掲載させて頂きます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力いただきましてありがとうございました 

去る1月28日（火）市内えびすグランドホテルにおいて、福島県鉄工機械工業協同組合新年会が総勢 
66名の参加を得て開催されました。 
佐藤副理事長の開会に続き、藤橋理事長の挨拶、そしてご来賓のお言葉を頂きました。 

そして、武石副理事長の閉会挨拶まで、会食中は長引く不景気を吹き飛ばすほどの盛り上がりで、

組合員同士の結束を改めて強くされたようでした。 

 

組合員各位、ご来賓の皆様 ご多忙中のところ多数のご参加を頂きありがとうございました。 

鉄工組合新年会 

12月20日 ㈱永沢工機 企業の成功に不可欠なのは、毎日の地道な企業努力があって成 
り立つものだという事。顧客の信頼を得るため品質基準の基盤 
となるISOの認証登録をした前向きな姿勢に感心した。 
社員が自由な発想と誇りを持って仕事に当っている姿。 
今後の日本の中小企業のあり方に期待したい。 
永澤会長さんから励まされ元気を頂いた。 

1月16日   ㈱佐藤機械工業 最新設備の機械導入がなされ、きれいな工場で驚いた。佐藤社 
長さんのパワーと、熱意を持って経営に携わっている姿と働い 
ている従業員の雰囲気も明るくて感心した。 
今回、実際に工場を見学して、製造業を少しだけ理解出来たよ

うな気がした。 

1月16日  ㈲高橋工業所 高橋社長さんの海軍での貴重な体験話を拝聴出来たことに関連

して、その思想が現在の会社経営方針の根幹をなしていると思

えた。培われた技術、親会社の信頼度等々、恵まれた経営環境

にあると感心した。 



(有)安齋組 代表取締役 安齋浩一氏 
代表取締役 安齋 浩一氏は、 （昭和６年６月２日生） 昭和２７年に現在の仕事を始め 昭和４４年１月

に有限会社 安齋組を創設 仕事に対する創意工夫を常に心がけ、平成３年労働基準協会長より安全功労賞受

賞、平成６年には福島市技能功労者表彰を受賞するなど、数々の賞を受賞。 現在は、体調を崩されてから現

場での作業から退き事務所での社長業に専念しています。 
 趣味は旅行や家庭菜園、家庭菜園とは言ってもいろいろな野菜を栽培して一家庭では食べきれないほどの量を

収穫して悦に入っています。仕事同様、創意工夫を心がけた結果かなと思います。なにをやらしてもうまい人と

いった感じがしました。旅行は、北海道から沖縄まで日本全国津々浦々、海外にまで足を延ばしています。とて

も異国の風が気に入って、いろいろなお国に幾度も足を運んでいます。最近は、息子さんの運転する車で、休み

ごとに県内や近県を巡っているそうです。 
 
 
 

 
 
 
 

 

大正13年生まれの79歳 
 
昭和14年 福島製作所 設計課に入社 
昭和19年 現役にて軍隊入隊し中国大陸・南京・北京に・・・終戦により除隊 
昭和21年 福島造機工業に入社。 
5年を経て、協三工業に5年、北日本車輌に10年勤める 
昭和40年 製缶関係を主とした「山川工業」設立 
現在に至る 
平成7年 福島市技能功労者表彰を受賞 
趣味は魚釣りとの事。主に鮎釣りで、東北六県はもとより、栃木県・遠方では静岡県・伊豆長岡まで遠征すると

の事です。 
鮎釣り歴58年。現役でがんばっておられます 
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組合員紹介 

(有)山川工業 代表取締役 山川甚松氏 
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              行事予定 
■経営研究委員会より 
 全体懇談会開催 
 3月１８日火曜日 午後６時からウエディングエルテイにおいて組合全体懇談会を開催致します。（追っ    

 て、ご案内を致します。）  
（財）福島県産業振興センターの常務理事下村則雄氏を講師に迎えて、「経営革新と連携」と題してご講演   

 頂きます。 終了後に、懇親会を催します。会費5000円です。 
 多数のご出席を賜りますようお願い致しま      
■親善委員会より 
 第9回親善ボウリング大会開催 
 と き  平成15年3月26日水曜日 午後6時45分スタート 
 ところ  オークラボウル 市内太平寺 
 追って詳細ご案内状をご送付申し上げます。賞品盛沢山ですので、奮ってご参加をお願い 
 致します。 
  
ご冥福をお祈り致します。 
z 有限会社原田鉄工所代表取締役 原田 英代様が1月29日ご逝去され、 

2月3日告別式が執り行なわれました。 
z ㈲カネコ代表取締役金子東光様のご母堂とみの様が1月19日ご逝去されました。 
z ㈲佐々木鉄工場代表取締役佐々木茂義様のご母堂イシ様が1月28日ご逝去されました。 
 謹んで、お悔やみ申し上げます。 

編集後記  

   初めての経験でいろいろ皆様にご迷惑をおかけいたしましたが、ご協力のおかげで何とか完成することが出来ました。 
      取材等にご協力いただき、誠にありがとうございました。Haneda 
   編集：羽田   取材：金子、高橋（拓）、池田   
                          

 福島県鉄工機械工業協同組合  URL Http://www.tekkou.or.jp Email   mail@tekkou.or.jp 
〒960-8057 福島市笹木野字南中谷地21-4       TEL 024-558-8011 FAX 024-558-8013 

組合からのお知らせ 

                                              青年部行事予定 
 ■３月の定例会 
  郡山市安積町の石橋工業（株）の 見学会を予定してます。  

 プレス金型製作、各種組立、ホテルと旅館経営 貸し倉庫業他などをされております。   

 詳細決まり次第案内を致しますので、多数の参加お願い致します。                      


